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為ヶ谷　秀一　

　2020 年 10 月 31 日 か ら 11 月 9 日
の 10 日間に亘って、東京・六本木ヒル
ズを中心に「東京国際映画祭」が開催され
た。例年、長編映画作品を中心としたコン
ペティティブ国際映画祭として注目されて
来ており、今年は 33 回目の開催となった。
2020 年は、東京オリンピック・パラリン
ピックの開催が予定されていたこともあり、
日本が世界から注目を受ける中で、日本の
映画・映像文化の魅力を発信する大きなイ
ベントとなる事が期待されていた。しかし、
新型コロナウイルスのパンデミックにより、
東京オリンピック・パラリンピックの一年
延期が決まり、新型コロナウイルスの感染
の拡がりが懸念される中での国際映画祭の
開催となり、例年とは違った形で行われた。
　新型コロナウイルスのパンデミックによ
り、世界中で開催が予定されていた名だた
る国際映画祭が延期や中止になったり、ま
たオンラインでの開催となったりしている
中で、感染防止対策を十分に取りながらの

リアルな映画館での観客に対する上映機会
を実現させ、関連するイベントのオンライ
ンでの開催を組み合わせたハイブリッドな
映画祭となっていた。
　今年は、国際審査委員や海外からの作品
ゲストの来日が不可能になり、従来から行
われてきたコンペティションは行われず、

「TOKYO プレミア 2020」と言うショー
ケース部門が新設され、唯一観客の投票に
よる「観客賞」が優秀作品に贈られること
になった。
筆者は、10 月 31 日の国際映画祭のオー
プニング・セレモニーと、11 月 5 日に
開催された第 17 回文化庁映画週間シンポ
ジューム「コロナ禍を経てこれからの映画
製作」に参加したので、その概要を報告する。

東京国際映画祭
オープニング・セレモニー

　映画祭オープニング・セレモニーの前に
行われるゲストのレッドカーペット・イベ
ントは、例年は六本木ヒルズ・アリーナで
大勢の観客を前にして華やかに行われてい
ましたが、今年は感染予防対策のため、オー
プニング・セレモニー会場となった東京
フォーラム（東京都千代田区）・ホール C
のロビーで、レッドカーペット・イベント
を模した形で行われた。報道陣を前にして
ゲストが華やかに登場し、インタビューを
受けながらオープニング会場に入場して行
くシンプルなセレモニーとなっていた。

　オープニング・セレモニーでは、「Film 
Scope Philharmonic Orchestra」による
名作映画のテーマ音楽のメドレーが、華や
かに演奏されて映画祭の開催を盛り上げて
いた。映画祭のチェアマン・安藤裕康氏は、

「コロナ禍での映画祭の開催が実現できたこ
とは感無量です。未来への映画の火を灯し
続けたいと思い、リアルな映画祭の実施を
決断しました。」と開会の宣言をした。この
状況下でのリアルな映画祭の開催は、大き
な決断であったと感じた。
　オープニング・セレモニーでは、出品作
品のキャストやスタッフが、ゲストとして
次々と登場し、作品についてのインタビュー
を受けていた。また、海外の映画人からの
お祝のビデオメッセージなどが紹介されて、
映画祭の雰囲気を盛り上げていた。
　今年の映画祭のアンバサダーを務める俳
優の役所広司氏は、今年の映画祭では、観
客が良かった映画を自ら選ぶ「観客賞」が
設けられたことについて、「観客が映画を評
価するのは一番正しい。素直に心を動かさ
れた作品に投票することが大事です。観客
が重要な役割を担うのは、映画祭の熱気に
つながる。」と述べた。
　“日本の今”を国内そして世界に紹介する
今年の「Japan Now」部門では、深田晃
司監督が選ばれ、監督の作品が特集されて
上映されることになった。深田監督とキャ
ストが登壇し、会場から大きな拍手を受け
ていた。
　オープニング・イベントの最後には、今

「今こそ映画を！」
第33回東京国際映画祭のリポート
「今こそ映画を！」
第33回東京国際映画祭のリポート

第 33 回東京国際映画祭ポスター　　　　　©2020 TIFF

（写真） レッドカーペット・イベントは、ホールロビーのレッドカーペットを模した会場で行われ、ゲストの入場や作品についてのインタビューなどが、ムービーやカメラの取材陣による撮影が
行われた。また、隣接するブースでのモニター画面によるプレス取材も行われた。
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年の東京国際映画祭のオープニング作品に
選ばれたワールドプレミアム作品「アンダー
ドック」（武正晴監督）のキャストが紹介さ
れた。セレモニー終了後、この作品の上映
が行われて、第 33 回東京国際映画祭がス
タートした。
https：//www.youtube.com/

watch?v=XOjss4yTgNk
（第33回東京国際映画祭オープニング・セレモニー）

第33回東京国際映画祭　共催・提携企画

シンポジューム：「コロナ禍を経て
これからの映画製作」

　11 月 5 日、六本木アカデミーヒルズ・
タワーホールで、第 17 回文化庁映画週間
のシンポジューム「コロナ禍を経てこれか
らの映画製作」が開催された。今年のシン
ポジュームは、参加者の数は感染予防対策
のために制限されていたが、オンラインに
よるライブ配信も行われた。
　登壇者： 清水崇（監督）/ 紀伊宗之（東
映株式会社 プロデューサー）/ 福島大輔（松
竹株式会社 プロデューサー）/ 渡邊由香里

（せんだい・宮城フィルムコミッション） モ
デレーター ： 関口裕子（映画ジャーナリス
ト、ライター、編集者）

　今年に入ってからのコロナ禍で、多くの

（写真） オープニング・セレモニーでの「Film Scope Philharmonic Orchestra」による映画
音楽の演奏

（写真）第 33 回東京国際映画祭フェスティバル・アンバサダー　役所広司氏（©2020 TIFF）

　主催者の発表による、今年の映画祭にお
ける動員数
・ 上映動員数 /40,533 人、上映作品数

/138 本（10 日間）
　 （昨年第 32 回：64,492 人 /183 本（9 日間）

・ その他のリアルイベント動員数：
　7,272 人
・オンラインイベントの動員数：
　847,873 人

※ 11 月 9 日に行われた映画祭クロージ
ングセレモニーで、「TOKYO プレミアム
2020」部門　観客賞 / 東京都知事賞　受
賞作品　として『私をくいとめて』（日本：
大九明子監督作品）が受賞した。

（写真）シンポジューム登壇者（文化庁映画週間パンフレットより）

第17回文化庁映画週間第17回文化庁映画週間
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映画作品の制作が中断や延期される状況に
置かれていた。シンポジュームのテーマは、
映画製作の現場はどのような状況であった
のかを、監督やプロデューサー、更に地方
ロケのサポートをするフィルムコミッショ
ンの方々が、それぞれの経験を通して考え
たことを報告すると共に、これからの映画
製作に向けての課題を議論し、映画製作を
続けるためになすべき指針を示すことを目
指したシンポジュームでの議論が行われた。
コロナの感染が拡大する中で、映画製作に
携わる人たちは、コロナへの感染予防対策
に腐心しながら、現場での映画製作を進め
ていた状況を知ることが出来た。

　ホラー映画作品で著名な清水崇監督と東
映の紀伊宗之氏は、真夏の6月から7月
に製作を行った映画の現場の状況を語った。
コロナの感染に不安を持つキャストやス
タッフに対して、出来る限りの感染予防対
策をすることを明示して、リモートによる
説明会を行いながら製作に取り組んだ。ガ
イドラインやマニュアルを作成し、具体的
に現場での体温測定や体調管理を行う衛生
班を設けている。それでも、感染が発生す
る恐れは拭い去れなかったと、苦悩する現
場の状況を語った。
　松竹の福島大輔氏は、今年6月から7月
に掛けて、舞台設定が仙台のため、仙台で
のロケによる映画製作を行った。コロナの

感染が拡大する東京か
らのスタッフの移動が
懸念されていた時期で、
せんだい・宮城フィル
ムコミッションの渡邊
由香里氏（リモートで
参加）は、受け入れる
事に懸念があったと言
う。ロケ地によってそ
れぞれの市町村の対応
がまちまちであり、十
分な感染予防対策を行
うことで何とか説得す
ることが出来たと言う。
フィルムコミッション
の活躍により、地元の
説得が得られたとして、
ロケ地のインセンティ
ブを最大限追及するこ
とを基本に、地域との
連携が大切であること
が示された。撮影のス
ケジュールの変更や、
状況による脚本の変更
など、柔軟な対応と共
に、緊急時を想定した
製作予算の確保とスケ
ジュールを十分に確保
することが求められて
いると言える。
　登壇者のパネル討論
と共に、参加者（オン
ラインも含む）との間
での議論が行われた。
　アニメーション映画
「鬼滅の刃」の大ヒット
が報じられる中でも、映画は、低予算で切
り詰められたスケジュールの中で、多くの
映画が製作されている。韓国の映画がオス
カーを取る時代になってきた。日本映画の
マーケット拡大に向けた積極的な取り組み
が求められている。

（写真）リモートのパネラーも交えたシンポジュームの登壇者

（写真）清水監督、紀伊プロデューサーが取り組んだ映画「樹海村」の現場の状況を報告する。

（写真） 松竹の福島氏は、映画「護られなかった者たちへ」（瀬々敬久監督）の撮影状況につ
いて報告した。

　それぞれ、コロナ禍の時代であっても、
これからも映画製作に取り組む、前向きな
姿勢を強調していた。（了）

（写真）文化庁映画週間パンフレット

HIdeichi Tamegaya　
メディア・テクノロジー・コンサルタント　


